
サーブ！

あの人
うまいなあ

何を調べて
るんだろう？

あっ！
惜しい！

避難所生活って ...

○○さんに
よろしくね

ごはんの
いい匂い

試合やっ
てるね ガンバレ！

防災を暮らしに織りこむ でこぼこ広場

設計方針・施設概要

中越地震のこと
知りたい

自慢の
にしきごい

ゲートボール
最強チーム

スポ少
全国狙うぞ

今日も歌うぞ

中越地震の
時にね、

アロハオエ♪

すっっごく
揺れる！

一緒に
宿題
しよう

今日こそ決着を

配食のお弁当

遊びに
連れてって

大屋根のふもとでひとつながりに連続する活動の風景大屋根のふもとでひとつながりに連続する活動の風景
日々、さまざまな人がそれぞれの目的で訪れ、安心して過ごせる場所
であること。そして何より、災害時の防災拠点ともなるこの建築では、
個別の目的に完結することなく、運動や遊び、防災学習などが時とし
て混ざり合う仕掛けが大切であると考えます。日常から、まちの安全
や互いの暮らしに興味を持つきっかけをつくり、小千谷の共助や地縁
をより深く育むことを目指します。

小千谷の穏やかな山並みと、住宅地、双方のスケールに呼応するように、
低いのびやかな大屋根を架けます。
大きなランドスケープの屋根の下で、体育館 -屋外運動場 -防災公園の
活動が、ひとつながりの風景につながるように計画します。
体育館、屋外運動場の個別利用はもちろん、全て開け放して、映画祭や
フリーマーケットなどの、一体的なイベント利用も可能です。

体育館から屋外運動場、防災公園を眺める

「防災 × 暮らし」の交差点、小千谷の地縁を育む建築「防災 × 暮らし」の交差点、小千谷の地縁を育む建築
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( 車いす用 2 台 )
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緊急車両の乗入緊急車両の乗入

食堂食堂

仮設
風呂
仮設
風呂

給水車給水車
給電車給電車

駐車場からのアクセス◎駐車場からのアクセス◎

物資搬入物資搬入

物資搬出物資搬出

平常時災害時、場の拡張性と使われ方の多様性をうむ平常時災害時、場の拡張性と使われ方の多様性をうむ

災害発生からの時間軸に沿った展開に
合わせて、人、もの、車のネットワー
クを構築できるよう、柔軟に動線計画
を組み替えられる計画とします。
インフラを断絶することなく、また、
歩車・寝食などの分離に応えながら、
長期間の避難所生活をサポートできる
よう配慮します。
さらに、小千谷だけでなく他被災地へ
の物資輸送拠点としても機能するよう、
物資の円滑な移動、混乱を生まない配
置計画を行います。

災害ごとに人・もの・車のネットワークを柔軟に構築災害ごとに人・もの・車のネットワークを柔軟に構築

体育館・屋外運動場の大空間を核としながら、まわり
にそなえ館、必要諸室などの小部屋を配する入れ子構
成とすることで、境界の切り替えにより、機能や居場
所が柔軟に伸び縮みする建築を提案します。
例えば、体育館とつなげた多目的ホールを舞台に見立
ててフラダンスの発表会をしたり、災害時に研修室を
外部に拡張して炊き出しを行うなど、時どきによって
多様な空間の見立て、使い方ができるようになります。

災害発生からの時間軸に沿った展開にった展開に
合わせて、人、もの、車のネットワ
クを構築できるよう、柔軟に動線計画
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所が柔軟に伸び縮みする建築に伸び縮みする建築
境界の切り替えにより、機能や居場

クを構築できるよう、柔軟に動線計画

体育館体育館 防災公園まで広がる
一体的なイベント
防災公園まで広がる
一体的なイベント屋外運動場屋外運動場

活動がみえる活動がみえる

つなげて使うつなげて使う

様子がわかる様子がわかる

支援広場化支援広場化

運動や遊び、防災学習などが時とし
て混ざり合う仕掛け

をより深く育む

まちの安全

低いのびやかな大屋根
体育館 -屋外運動場 -防災公園の

活動が、ひとつながりの風景につながる
や互いの暮らしに興味を持つきっかけをつくり、小千谷の共助や地縁や互いの暮らしに興味を持つきっかけをつくり、小千谷の共助や地縁
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体育館 運動場 防災公園防防災

体育館そなえ館道 屋外運動場 防災公園

公園との一体性

段差のない床

わかりやすいサイン

見通しがよい

サービスカウンター

スロープ＋段差なし

回廊 ( 空気層 )

誰でもベンチ＋車椅子

イベント案内

活動がかけ算の風景｜「やっこさん」型体育館｜さまざまな活動が連なりつながる

多
様
な
目
的
を
持
っ
て
訪
れ
る
登
場
人
物
た
ち
の
、
時
間
の
交
差
点
を
つ
く
り
、
日
常
の
な
か
で
防
災
へ
の
興
味
・
関
心
を
育
む

公
園
、
運
動
場
、
体
育
館
、
そ
な
え
館
は
、

吹
き
抜
け
や
回
廊
ご
し
に
、
互
い
の
活
動

が
適
度
に
見
え
、
活
気
を
共
有
し
ま
す
。

マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
の
傍
ら
、
吹
き
抜
け
横

の
カ
ウ
ン
タ
ー
テ
ー
ブ
ル
で
宿
題
に
取
り

組
む
小
学
生
、
そ
の
そ
ば
を
通
り
過
ぎ
る

防
災
学
習
の
視
察
チ
ー
ム
な
ど
、
多
様
な

目
的
と
滞
在
が
混
ざ
り
合
い
交
差
す
る
こ

と
で
、
防
災
と
市
民
活
動
と
の
間
に
、

豊
か
な
興
味
の
交
差
点
を
つ
く
り
ま
す
。

・エントランスは建物凸部に設け、雪の吹き溜まりを防止し、
　風除室を設け出入りを快適に行えるように計画します。
・駐車場：用途に合わせて、東西に計 2つ計画し、それぞれ
　各出入り口にバリアフリー駐車場を設けます。

運動を眺めながらの学習など

運動後景色をみながらちょっとひと休み

外では今
日も

ゲートボ
ールやっ

てるなあ
～

外では今
日も

ゲートボ
ールやっ

てるなあ
～

今日は防災の日なんだ！今日は防災の日なんだ！

プールの後はテニス教室プールの後はテニス教室

部活動の発表準備部活動の発表準備

壁新聞たのしみ壁新聞たのしみ

外と繋げた利用
( ビニールプールなど )

作戦会議・
勉強しながら

駐車場

平
常
時
の
風
景

活動がかけ算の風景｜「やっこさん」型体育館｜さまざまな活動が連なりつながる外ともつながる多目的ホール

どこに何があるか把握しやすい・細長倉庫群

防災公園とひとつながりの屋外運動場

観覧席になる設備バルコニー

1.2 階の活動をつなぐ観覧カウンター

展示を拡張・展開できるポケット
風景がひとつながりに大きく連なる、活動の交差点をつくる
配置・平面計画

ユニバーサルデザイン

安定した室内環境

ルーム ( 必要諸室 )
ポケット ( 緩衝空間 )

さまざまな目的、身体に寄り添うバリアレスな公共空間

「ルームとポケット」がつくる、活動と居場所の多様な関係

4 辺にステージをもつ「やっこさん」型の体育館＋屋外運動場

ぐるり回廊がつくる室内温熱環境

防災ミュージアムの運営費用のミニマム化を実現す
る、まとまった管理事務室と、場と活動の見える化

防災公園と連携したさまざまな活動 (青空映画館、
劇場、市場 )に柔軟に場の見立てが可能な祝祭広場
としての屋外運動場

防災公園、屋外運動場、体育館、多目的ルームを一直線上に配置し、それぞれの個
別利用はもちろん、全ての空間を一体的に利用できるように計画します。
小千谷の大きくのびやかな風景のふもとで、活動がひろがったり重なったりしなが
ら、運動、遊び、防災学習、それぞれの興味の交差点をつくっていきます。

機能空間 (必要諸室 )＝「ルーム」、緩衝空間＝「ポケット」とよび、その組み合わせで、
場の拡張性と使われ方の多様性を高める計画とします。これらが伸縮することにより、
その時々によって、使い方や場のつなげ方をフレキシブルに変えることができます。

体育館をぐるり囲みこむ回
廊空間が空気層となり、体
育館の安定した温熱環境を
つくります。夏冬で衣替え
する回廊によって、夏は涼
しく冬は暖かい環境を実現
します。

外部からフラットにアクセスできるエントランスには、事務室を配置し、案内や受付
などの声かけ・見守りを行いやすい計画です。また、お年寄りや子どもでも感覚的に
理解できるサイン計画など、誰でも利用しやすいバリアレスな公共空間を実現します。

そなえ館のメインは 2階に配置します。展示室に完結することも、
時として回廊沿いの耐震壁を展示に拡張利用することもできます。
吹抜けごしに体育館の活動を眺めることができ、互いの活動が見えがくれします。

体育館、屋外運動場、防災公園の活動が、扉を開け放すと一直線上につなが
ります。体育館のまわりに、ぐるり回廊ごしに研修室やギャラリー、多目的ホー
ルを配置し、さまざまな活動が重なるように計画しています。

事務室1F｜体育館、屋外運動場、研修室、多目的ホールなど

夏涼しく
冬暖かい！

拡張

拡張

研修室

多目的
ルーム サブ

ステージ

観覧

観覧

ギャラリー

拡張

一体的
イベント利用

外部と
連続利用

●
●
●
●
●

2F｜そなえ館を中心とした防災啓発エリア

エントランス＋駐車場

？？ ？？ ？？
食品食品 毛布毛布 水水

ズラリ 1列に並べられ、網羅性のある倉庫管理◎ズラリ 1列に並べられ、網羅性のある倉庫管理◎

体育館、屋外運動場の大空間の 4辺に多目的ルーム・研修室・ギャラリー・サブステー
ジなどのルームを接しさせ、境界を開けたり閉じたりすることで、つなげたり切り
離したりしながら、多様な使い方を誘発するように計画します。

多目的トイレ 1・更衣室
体育館エントランス

そなえ館エントランス

そなえ館ロビー 1

体育館ロビー管理事務室

用具室 1

EV1

多目的ロビー

研修室ロビー

共用トイレ 1

共用トイレ 2

雪囲い倉庫・ベンチ 1

調整池

階段 2・ベンチ 2

階段 1

用具室 2

ギャラリー / メインステージ

屋根付き屋外運動場

階段 3

駐車場駐車場

駐車場

車椅子利用者駐車場

サービスエントランス

サービスロビー 1

設備バルコニー 1

掲示壁

サービスロビー２

学習室

震災関連資料倉庫

展示エリア

地震動体験室 2

説明エリア

受付け事務所

会議室

共用トイレ 3

多目的トイレ 2

観覧席バルコニー

そなえかんロビー 2

備蓄倉庫 2

備蓄倉庫 1

サブステージ

研修室

防災公園

体育館

多目的ホール

地震動体験室 1
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2m 3m

避難所避難所

備蓄倉庫備蓄倉庫

備
蓄
倉
庫

備
蓄
倉
庫

配給スペース配給スペース

支援物資集配所支援物資集配所

事務事務研修室研修室

炊出し広場炊出し広場

食堂食堂

仮設
風呂
仮設
風呂

情報掲示板情報掲示板

給水車給水車

ﾄﾘｱｰｼﾞ
＋受付
ﾄﾘｱｰｼﾞ
＋受付

給電車給電車

ラウンジラウンジ

ペット
同伴者

避難エリア

ペット
同伴者

避難エリア

福祉
避難所
福祉
避難所

支援物資集配所
( 規模縮小 )
支援物資集配所
( 規模縮小 )

仮設商店街仮設商店街

仮住まいの場所を単なる「住まい」としてではなく
小さな「まち」として防災公園と一体的につかう
仮住まいの場所を単なる「住まい」としてではなく
小さな「まち」として防災公園と一体的につかう

物資の供給安定＋需要の多様化 / 高度化
→支援物資集配所機能を縮小
物資の供給安定＋需要の多様化 / 高度化
→支援物資集配所機能を縮小

大屋根の軒下空間に
仮設商店街を設置
大屋根の軒下空間に
仮設商店街を設置

仮設住宅
防災公園
仮設住宅
防災公園

体育館
( 徐々に日常の機能へ戻る )

体育館
( 徐々に日常の機能へ戻る )

仮設商店街「まち・なみ・まるしぇ」
福島県双葉郡浪江町

https://hirudoki.net/fukushima-machinamimarche/7518/

仮設商店街「まち・なみ・まるしぇ」
福島県双葉郡浪江町

https://hirudoki.net/fukushima-machinamimarche/7518/

仮設商店街「おがつ店こ屋街」
宮城県石巻市雄勝町

https://www.sankei.com/photo/story/news/160604/sty1606040027-n1.html

仮設商店街「おがつ店こ屋街」
宮城県石巻市雄勝町

https://www.sankei.com/photo/story/news/160604/sty1606040027-n1.html

お風呂広場お風呂広場

支援物資広場支援物資広場

炊き出し広場炊き出し広場

＼PLUG-IN! /

＼PLUG-IN! /

寝寝 食食

食食

居住居住 食事食事

食事食事

災害時は車両侵入禁止災害時は車両侵入禁止

歩行
者

歩行
者

車両車両

居住エリア居住エリア

ｾｷ
ｭュ
ﾘﾃ
ｨﾗ
ｲﾝ

ｾｷ
ｭュ
ﾘﾃ
ｨﾗ
ｲﾝ

支援
ヤード
支援
ヤード

支援ステーション支援ステーション

外部に接するポケットは、物干しやキッズ
スペース、避難所など多様に活用できます

回
廊
や
ポ
ケ
ッ
ト
な
ど
を
き
っ
か
け
に
、
動
線
と

エ
リ
ア
の
整
理
を
迅
速
に
行
う
こ
と
で
、
避
難
所

生
活
を
支
え
る
拠
点
に
ス
イ
ッ
チ
し
ま
す
。
ま
た
、

在
宅
避
難
者
へ
の
ケ
ア
を
考
慮
し
た
計
画
と
す
る

と
と
も
に
、
広
場
の
仮
設
住
宅
建
設
な
ど
長
期
に

わ
た
る
支
援
も
可
能
と
な
る
よ
う
計
画
し
ま
す
。

EV1

見通し

見通し

見通し

見通し

在宅避難者への支援を考慮し、道路側
に配置します。給水車等インフラ車両
が寄りつけるポケットと連携します。

支援物資の集配工程に柔軟に対応する計画

給水車

給電車

車椅子利用者駐車場

支
援
者
・
避
難
者
ゾ
ー
ン
分
離

情
報
発
信

分
散
す
る
設
備
シ
ャ
フ
ト

分
散
す
る
ト
イ
レ
水
回
り

情
報
収
集

歩
車
分
離

寝
食
分
離

連
携

連
携

仮設浴場

在宅避難者への支援を考慮し、道路側に配置
給水車等インフラ車両が寄りつけるポケット

ロビーと連続的に使える設え＋
災害時避難所の管理拠点として
拡張利用が可能

2階にまとめて配置し、隣接させることで、
混乱を生まない＋活動団体同士のコミュニ
ケーションや助け合いが積極化するよう計画

炊き出し広場

管理事務室

ポケット→多目的に活用

ギャラリー→みんなの食堂

支援団体活動室

設備バルコニー

情報掲示板 支援物資集配所｜ものとひとの流れ

支援物資集配所｜車の流れ

避難所 ( 体育館 )2F｜災害支援・ボランティア活動エリア

1F｜避難・物資・支援サービスエリア

避難生活時に混乱を生まないように、災害時に様々な人が出入りする
支援団体活動エリアは 2F に配置し両端を区切ることで、簡易にエリ
ア分けができ、支援団体動線と避難者動線を分けての運用が可能です。

避難所を核とし、周囲に支援エリアを配しています。
炊き出しや配給など半屋外に向けた支援活動や、福祉
避難所としての分節などを容易に行うことができます。

災
害
時
の
風
景

体育館の壁面位置を避難空間単位に対応させること
で、通路空間を最適化、避難時の個人 /家族単位の
プライベートスペースを最大化し、ストレスの少な
い居住性を確保します。

搬入の両脇に備蓄倉庫を構え、連携
を取りやすくするとともに、梱包材
など副資材の搬出のための逃げ経路
も確保し、車と物の動線の交錯を生
まない計画とします。

状
況
ご
と
に
柔
軟
に
変
化
し
な
が
ら
、

災
害
時
の
市
民
生
活
、
生
命
を
ま
も
る

就寝する場所とは別に食堂エリアを
確保、明確な寝食分離とし、衛生面
のケアと生活の質の担保をします

・非常時には発電機などの機器や物資置き場として転用
・給水槽はここに設置、災害時には高置水槽として活用
　し、 1F 水道利用を可能とする

被災状況や安否の確認、ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱの
情報など情報の提供拠点となる

男性 /女性で入口を
分けることも可
3㎡ /人取れるよう
2mグリッドで構成

避難所生活を心理的・身体的に支える「3 つの分離」計画

プラグイン可能なインフラ設計と、支援のポケットパーク化

時間の経過に寄り添う、人・物・車の動線と居場所計画

配置・平面計画

避難所エントランス・炊き出し・集配所を東側に帯状にまとめて配置し広場化します

長期間にわたる避難生活のあいだに、ストレスや混乱をなるべく生じさせず生活
を継続できるよう、①歩車分離 (事故を防ぐ )②寝食分離 (衛生のケア )③居住支援
分離 (円滑な支援環境を確保 )この 3つの分離を、常に確保するように計画します。

建物四辺にバランス良く設備
シャフトを配し、インフラ駐
車を兼ねたポケットパークと
一体とすることで、
炊き出し・大浴場・配給・
トイレなどの支援を行う
分散基地に変身する計画です。

安定期以降 ( 発災から 1～2 ヶ月後 )：仮設住宅と一体となった復興まちづくり安定期以降 ( 発災から 1～2 ヶ月後 )：仮設住宅と一体となった復興まちづくり

① 歩車分離① 歩車分離 ② 寝食分離② 寝食分離 ③ 居住 / 支援分離③ 居住 / 支援分離

支援サービスの拠点は災害時の情報交換の拠点としても機能する支援サービスの拠点は災害時の情報交換の拠点としても機能する

エントランス＋管理事務室集配所

情報拠点歩車分離 炊き出し広場

4m

通路

居住居住
支援支援

仕切・施錠で
エリア分節が可能

ルーム→多様な避難場所
各ルームは、建具やカーテンなどで
必要な単位に仕切ることができます

×

3

設
計
方
針
・
施
設
概
要

平
常
時
｜
配
置
・
平
面
・
屋
外
環
境
・
駐
車
場

断
面
・
設
備
・
環
境
計
画
等

情
報
環
境

構
造
・
内
外
装
仕
上
・
安
全
安
心
の
施
設
計
画

除
排
雪
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
・
建
築
副
産
物
対
策
・
そ
の
他

面
積
表

概
算
事
業
費

コ
ス
ト
縮
減

概
略
工
程
表

1

2

災
害
時
｜
配
置
・
平
面
・
屋
外
環
境
・
駐
車
場

3

4

5

6

7

8

多目的トイレ 1・更衣室

災害時運営職員詰所

炊き出し広場 災害時支援団体活動室 A

多目的スペース

共用トイレ 1

要支援者避難場所 A

避難所

避難所

支援物資集配所

共用トイレ 2

支援物資集配所

階段 3

車椅子利用者駐車場車椅子利用者駐車場

サービスエントランス

サービスロビー 1

多目的トイレ 2・共用トイレ 3

要支援車避難所 B

災害時支援団体活動室 D災害時支援団体活動室 C

震災関連資料倉庫

サービスロビー 2

災害時支援団体活動室 E

災害時支援団体活動室 B避難所、救護所又は
災害時支援団体活動室 F

掲示壁

ペットスペース

備蓄倉庫 備蓄倉庫

副資材搬出副資材搬出

調整池

支援物資搬入トラック

①搬入①搬入

②備蓄②備蓄

廃棄物回収

備蓄倉庫 1

備蓄倉庫 2

②
備
蓄

①
搬
入

②
備
蓄

②
ピ
ッ
キ
ン
グ

③
仕
分(

大)

③
仕
分(

小)

④
配
給

ポケットから
非常時拡張！

ポケットから
非常時拡張！

ポケットから
非常時拡張！

ポケットから
非常時拡張！

食堂

キッズスペース

②ピッキング②ピッキング

③仕分け③仕分け

④配給④配給

支援ステーション支援ステーション
設備シャフト設備シャフト 車動線車動線

居
住
・
支
援
ゾ
ー
ン
分
離

物干しスペースなど

2人用2人用1人用1人用



防火シャッター

アクリルシリコン系塗装
　　　　軽量薄型ALCパネル：t-50

取り付け下地軽鉄：t-100
グラスウール断熱材：t-100

EP+PB：t-12.5

有孔ボード：t-12.5

輻射冷暖房パネル

ポリスチレンフォーム断熱材：t-80
捨てコンクリート：t-50
ポリエチレンシート

最
高
高
さ
：
15
20
0

96
00

54
00

18
00

CH
=3
08
0

CH
=2
60
0

20
0

7000
3000

45

45

22
0

16
00

ポリスチレンフォーム断熱材：t-80
捨てコンクリート：t-50
ポリエチレンシート

21
00

高天井用照明

押さえコンクリート：t-80～
絶縁クロス
ポリスチレンフォーム断熱材：t-100以上
アスファルト防水

CH
=1
10
00

CH
=3
08
0

CH
=3
20
0

50
0

20
0

20
00

8000
屋根長：73000

体育館長：35000

26
00

45

30

コンクリートスラブ：t-200
鉄骨トラス：h-3000

22
0

23
00

80
0

18
00

80
0

70
0

40
0

47
00

32
00

80
0

有孔ボード：t-12.5

長尺弾性塩ビシート：t-3
捨て貼り合板：t-12+12
組床式鋼製床下地/h300～500
コンクリートスラブ：t-200

押さえコンクリート：t-80～
絶縁クロス
アスファルト防水
コンクリートスラブ：t-200
鉄骨トラス：h-2100

ソーラーパネル

ショートパイル人工芝：t-30
透水アスファルト：t-50
路盤砕石：t-150
路床

透水アスファルト舗装：t-50
路盤砕石：t-150

路床

高天井用照明

CH
=6
70
0

18
00

21000
2000

2000

天井クレーン

ーパネル

避難所単独の電話 / 無線 LAN/TV 配線・回線を整備避難所単独の電話 / 無線 LAN/TV 配線・回線を整備
災害時に情報の拠点として迅速に機能するよう、
❶電話、❷無線 LAN、❸TVについて避難所単独
の配線・回線を整備します。
平時利用においては、24 時間予約が可能な公共
施設予約システムを導入し、いつでも利用しや
すい施設づくりを目指します。

❶電話、❷無線 LAN、❸TVについて避難所単独線 LAN ❸TVについて避難所単独
の配線 回線回線を

24 時間予約が可能が可能

冬は自然光が入る冬は自然光が入る

大雪時や災害時には
大型シャッターを
閉じて室内化

大雪時や災害時には
大型シャッターを
閉じて室内化

地下水利用の熱源融雪装置を設置地下水利用の熱源融雪装置を設置

輻射熱冷暖房輻射熱冷暖房

個室群・回廊で囲むことで空気層が
でき安定した温熱環境を保つ
個室群・回廊で囲むことで空気層が
でき安定した温熱環境を保つ

ピットに空気を循環させるアースチューブピットに空気を循環させるアースチューブ

冷暖暖暖房房房房房房冷冷冷

ポータブル発電機ポータブル発電機支援のための
広場にチェンジ！
支援のための
広場にチェンジ！

避難所
（体育館）
避難所

（体育館）

避難生活ゾーン避難生活ゾーン 支援ゾーン ( 在宅避難者も )支援ゾーン ( 在宅避難者も )支援ゾーン ( 在宅避難者も )支援ゾーン ( 在宅避難者も )

受水槽受水槽災害用蛇口災害用蛇口

PS・EPSPS・EPSPS・EPSPS・EPS
給水・給電車給水・給電車 給水・給電車給水・給電車

在宅避難者在宅避難者在宅避難者

災害時支援団体活動室（厨房）災害時支援団体活動室（厨房） 要支援者避難所 ( 水回り近くに )要支援者避難所 ( 水回り近くに )

キュービクル・非常用発電機
（積雪天候の影響を受けない
  設備バルコニーに設置）

キュービクル・非常用発電機
（積雪天候の影響を受けない
  設備バルコニーに設置）

避難所避難所
（体育館）（体育館）炊き出し広場炊き出し広場 大浴場広場大浴場広場

544554

小千谷の気候風土から見る環境資源小千谷の気候風土から見る環境資源

●風を送り逃がす夏●風を送り逃がす夏

●熱を蓄え閉じる冬●熱を蓄え閉じる冬

●雪の流れのかたちから導く、窓＋屋根＋足元の詳細設計●雪の流れのかたちから導く、窓＋屋根＋足元の詳細設計

●ななめ
　ハイサイドライト
●ななめ
　ハイサイドライト

●雪切り
　パラペット
●雪切り
　パラペット

●エントランス●エントランス

●空調：安定した地下水を熱源とした空調方式＋地熱を利用した空気循環＋
　　　　地下水の循環による冷暖房と、生活水の地下水利用を継続的に行える電源計画
●空調：安定した地下水を熱源とした空調方式＋地熱を利用した空気循環＋
　　　　地下水の循環による冷暖房と、生活水の地下水利用を継続的に行える電源計画
●給電給水：建物 4辺のポケットに車寄せ＋PS,EPS 配置→随時給電給水が可能
　　　　　　→ポケットごと「炊き出し広場」「大浴場」などの運用が可能
●給電給水：建物 4辺のポケットに車寄せ＋PS,EPS 配置→随時給電給水が可能
　　　　　　→ポケットごと「炊き出し広場」「大浴場」などの運用が可能

●水：2Fバルコニーに給水槽を配置、蛇口をひねることで 1Fに給水●水：2Fバルコニーに給水槽を配置、蛇口をひねることで 1Fに給水
●非常用電源：2Fバルコニーに配置、雪や天候の影響を受けない配置
　　　　　　　災害時の冷暖房や生活用水としての地下水の汲み上げを維持する容量を確保
●非常用電源：2Fバルコニーに配置、雪や天候の影響を受けない配置
　　　　　　　災害時の冷暖房や生活用水としての地下水の汲み上げを維持する容量を確保

●トイレ：点在させることで、福祉避難 /一般用を分けるなどフレキシブルな運営を可能に●トイレ：点在させることで、福祉避難 /一般用を分けるなどフレキシブルな運営を可能に

●太陽光発電：日常災害時ともに照明電源として容量確保●太陽光発電：日常災害時ともに照明電源として容量確保

みんなの場所の安全を守る、雪のための設計・詳細みんなの場所の安全を守る、雪のための設計・詳細 災害時に水電気を断絶しない＋適宜供給可能なインフラ設計災害時に水電気を断絶しない＋適宜供給可能なインフラ設計自然エネルギーを基調とした、夏冬の衣替えによる室内環境
　　
自然エネルギーを基調とした、夏冬の衣替えによる室内環境
　　

4455

・自然エネルギーである太陽光を活用した照明計画とし照明負荷の軽減・省コスト化を目指します。
・ハイサイドライトを活用した熱抜きと自然換気で、日常時災害時ともに自然エネルギー利用で省エネ  
　化を図ります。

ハイサイドライトで光を導く、明るい体育館

2 階の大屋根下バルコニー ( 観覧 / 設備バルコニー )
雪対策・メンテナンス性・防災

必要な天井高、面積を確保し、建物全体の気積を最小化することで、
空調効率の最適化と、建設コストの省力化、短工期を実現します。

各機能の必要高さ＋面積の積層による凸凹屋根
省エネルギー・コスト削減・短工期

省エネルギー・自然エネルギー・コスト削減

B

A

A

B

雪対策

自然エネルギー・防災

構造上必要な地下ピットをピットトンネルとして空気を循環させ、
地熱を利用した穏やかで快適な空調環境を目指します (アースチューブ )

安定した地熱を蓄える構造躯体ピットトンネル
省エネルギー・コスト削減・短工期

省エネ・メンテナンス性・防災

雪切り＋熱源融雪装置による安全な屋根構造

・降雪から設備を守り、活動を受け止め、安全な避難を可能にするための大屋根バルコニーです。
・非常時に天候に左右されずに利用できるよう、インフラ設備をまとめて配置します。
・給水槽を配置し、災害時に蛇口をひねることで 1Fの水道利用を可能にします。
・火災など非常時の一時避難場所としても活用します。

雪庇の落下を生じさせないように、パラペット部は全て
雪切り形状とし、必要に応じて熱源融雪装置を設置します。

省エネ・メンテナンス性・防災省省省省エ省エ省エエネエネネネ・ネ・・メ・メメメンメンンンテンテテテナテナナナンナンンスンスンスス性ス性ス性性性・性・・

水位の高い豊富な地下水を建物内に循環させる空調計画
・大空間 /空間の大きさに適した空調方式を採用します
　大空間：体育館 |豊富な地下水を循環させる輻射熱冷暖房で、安定した居住域温熱環境を保ちます
　小空間｜地下水を熱交換利用するヒートポンプパッケージエアコン方式を採用し、個別空調のニーズに柔軟に応える空調計画とします

省エネ・メンテナンス性・防災

環境・設備計画 安心・安全を確保した施設機能 _ 災害時の設備計画屋外環境整備・除排雪計画・設備計画

太陽光による自然エネルギーの活用
積雪の影響を受けない南向き壁面と屋根端部に太陽光パネルを設置し、
日常災害時ともに照明電源として利用します

支援物資集配所 / 屋根付き屋外運動場避難所 / 体育館

観覧席バルコニー避難所・救護所 / 学習室

要支援者避難場所 A/ 多目的ホール
避難所 / ギャラリー

悪天候時や災害対応時には
大型シャッターを閉じて
室内化利用が可能

夏はミスト噴霧、
火災時には消火に利用

新潟県のほぼ真ん中、越後平野の南端に位
置する小千谷市は、東西を山脈に挟まれ、
南北にの平地を信濃川が流れる、穏やかな
山並みと豊かな水資源に恵まれた土地です。
・年中通して南東向きの安定した風向
・豊かな水資源による高い地下水位
・頑強な地盤に蓄えられた熱
気候風土がもたらす、この 3つの環境資源
を生かして、環境と生きる公共建築をつくっ
ていきます。

インフラ供給機器は豪雪や天候に左右されない大屋根下バルコニーに設置し、
安定した供給を確保するとともに、設備シャフトを平面四方に点在させ、適宜
給電給水車から直接供給可能とすることで、インフラの断絶を防ぎます。
設備シャフトをもつ各広場が支援拠点となり、避難・支援のゾーニングを明確
にするとともに、車両動線の混乱を生まない＋水回りを点在させ衛生不衛生 /
福祉避難者の管理を行いやすくするなど、長期間の避難生活をサポートするタ
フな計画としています。

氷柱・落雪・すがも
れの危険性を防ぎ、
除雪の手間を省くた
め、全ての屋根を無
落雪屋根として計画

メインエントランスは雪
の溶けやすい南東側に配
置し、風除室前には防風
版を設ける計画とします。

●敷地内通路●敷地内通路

●足元の排水処理●足元の排水処理

通行の安全＋除雪機の作
業性を考え、カーブやク
ランクをなるべく避け、
直線的＋見通しの良い計
画とします。

開放式ドレンの排水が氷
結し、歩行者や車が滑る
事故が起きないよう、ド
レン下に排水溝を設置
し、排水対策を行います。
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豊富な地下水を循環させる空調方式、躯体を介した地熱の蓄熱、ハイサ
イドライトによる採光通風、太陽光パネル、南東の風向など自然エネル
ギーの活用と、中間領域として働く回廊空間のミックスにより、
夏・冬それぞれの地域特性や環境資源を生かしながら、自然エネルギー
を基盤とした快適な室内環境を実現します。を基盤とした快適な室内環境とした快適な室内環境

年中通して南東向きの安定した風向

この 3つの環境資源
を生かして、環境と生きる公共建築

豊かな水資源による高い地下水位
頑強な地盤に蓄えられた熱

夏・冬それぞれの地域特性や環境資源を生かしながら・冬それぞれの地域特性や環境資源を生かしながら資源を生かしながら、自然エネルギー

敷地

信濃川

朝日山

山本山

山本第一
調整池山本第二

調整池 N

雪の安息角を考慮し
た勾配とし、雪の側
圧がガラスにかから
ないよう計画します。

雪庇の落下を生じさ
せないように、
パラペット部は全て
雪切り形状とします。

豪雪や天候に左右されない大屋根下バルコニー候
設備シャフトを平面四方に点在させ、適宜

各広場が支援拠点となり 避難・支援のゾ ニング
車両動線の混乱を生まない 水回りを点在させ衛生不衛生 /

福祉避難者の管理

地下水の循環による冷暖房と、生活水の地下水利用を地下水の循環による冷暖房と、生活水の地下水利用を
随時給電給水随時給電給水

点在点在
給水給水

雪や天候の影響を受けない雪や天候の影響を受けない
地下水の汲み上げを維持地下水の汲み上げを維持

照明電源として容量確保照明電源として容量確保照明電源として容量確保照明電源として容量確保

ポケットごと「炊き出し広場」「大浴場」ポケットごと「炊き出し広場」「大浴場」

給電給水車から直接供給可能接供給可能

無

雪
の溶けやすい南東側

建物全体の気積を最小化す気積を 南向き壁面と屋根端部に太陽光パネル
照明電源

降雪から設備を守り、活動を受け止め、安全な避難安全な
非常時に天候に左右されずに利用できる

1Fの水道利用
非常時の 時避難場所

空間の大きさに適した空調方式空空空空間間間間ののの大大大大きききささささにににに適適適適ししししたたたた空空空調空調調調方方方方式式式式

地熱を利用した穏やかで快適な空調環境熱熱熱をををを利利利利用用用用しししたたた穏穏穏穏ややややかかかかでででで快快快快適適適適なななな空空空調空調調調環環環環境環境境境

空調効率の最適化

照明負荷の軽減・省コスト化コ省
ハイサイドライトを活用した熱抜きと自然換気

雪庇の落下を生じさせない

建設コストの省力化、、 工期短工

直線的＋見通しの良い計
とします画

歩行者や車が滑るが滑る
事故が起きない

雪庇の落下を生じさ安息角
配とし 雪の側

圧がガラスにかからガラスにかから
ない

せない

落雪屋根

情報環境設計

太陽光パネル太陽光パネル

直射光が入らないハイサイド直射光が入らないハイサイド

輻射熱冷暖房輻射熱冷暖房

ミストシャワー
火災時は消火設備に
ミストシャワー
火災時は消火設備に

重力換気で暖気が
ハイサイドから抜ける
重力換気で暖気が
ハイサイドから抜ける

地下水を利用したヒートポンプエアコン地下水を利用したヒートポンプエアコン
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その他特記事項

除排雪・屋外環境整備計画

セキュリティ計画

除排雪｜無落雪の屋根＋まとまった駐車場配置とし毎年の除雪にかかるコストを省力化します

セキュリティ｜平常時でも避難時でも安心安全に過ごせる段階的なセキュリティライン

小部屋の個別施錠による柔軟な施設利用・管理

❶人・車の移動時の安全性
への配慮、❷落雪スペース
をなくし敷地の有効活用を
図るため、屋根形状は
無落雪のフラットルーフを
採用します。
また、駐車場はできるだけ
まとめて配置し、平常時の
除雪エリアを最小化するよ
う計画します。
東小千谷１号線の消雪パイ
プの枯渇を避けるため、
敷地内の融雪は地下水の
熱交換下熱を利用した無散
水の消雪パイプとします。

小部屋ごとに個別施錠を
行うことで、開館 /閉館
エリアを活動ごとに調整
することができ、柔軟な
施設利用・管理が可能に
なります

サインは全て A4・A3 規
格とし、内容物を容易に
取り替えられるよう計画

屋根鉄骨からバトンを吊
るし、そこに物品の種類
などの情報を吊るすこと
で、運送車やボランティ
ア団体の物の配置の混乱
を生まないよう配慮

平常時は館内イベントの
紹介盤として、災害時は
情報交換掲示板として、
ホワイトボード仕様＋A4
規格のグリッドガイドと
し情報の混乱を防ぐ計画

館内案内は下地を鉄板と
し、災害時にマグネット
で部屋名などの変更が容
易に変更できるよう計画

サイン｜平常時 ⇄ 災害時に手近なものでチェンジできる、フレキシブルなサイン計画

平常時、諸室の用途に閉じ切らず多様な使い方をする可能性があること、また災害時に、ひと・もの・車の流れに混乱を生まな
い計画とすること、状況に合わせて即興的にコントロールする必要性があることを考慮して、
❶常設＋仮設チェンジできる  ❷即興的にコントロール可能  ❸規格サイズを基本とする、フレキシブルなサインを計画します。

サイン全体｜
JIS 規格のサイズ展開

館内案内｜
マグネット仕様

支援物資集配所
吊バトンから

展示壁｜ガイド付
ホワイトボード

A4サイズ

磁石

磁石

磁石

A4

バトン

パネル

1F1F

ｾｷｭﾘﾃｨﾗｲﾝｾｷｭﾘﾃｨﾗｲﾝ

居住居住 支援支援

2F2F

ｾｷｭﾘﾃｨﾗｲﾝｾｷｭﾘﾃｨﾗｲﾝ

居住居住

支援支援

明確なセキュリティラインによる人・もの・車のすみ分け

①居住 / 支援活動の明快な分離①居住 / 支援活動の明快な分離利用パターン A｜そなえ館休館時の音楽イベント

避難所避難所

配給スペース配給スペース

支援物資集配所支援物資集配所

炊出し広場炊出し広場

仮設
風呂
仮設
風呂

ペット
同伴者

避難エリア

ペット
同伴者

避難エリア

福祉
避難所
福祉
避難所

帯状の「支援ステーション」帯状の「支援ステーション」
・駐車場側に設け、在宅避難者の
  アクセス◎
・施設内への人の出入りは最小限
  に限定し、避難所の居住空間・
  プライバシーを守る

・駐車場側に設け、在宅避難者の
  アクセス◎
・施設内への人の出入りは最小限
  に限定し、避難所の居住空間・
  プライバシーを守る

特別な支援・配慮が必要な避難者は
外から個別にアクセスできる配置
特別な支援・配慮が必要な避難者は
外から個別にアクセスできる配置

②在宅避難者 / 避難者 / 要支援者のすみ分け②在宅避難者 / 避難者 / 要支援者のすみ分け

無落雪のフラットルーフ

小部屋ごとに個別施錠

エリアを活動ごとに調整
開館 /閉館

除雪エリアを最小化

敷地内の融雪は地下水の
熱交換下熱を利用した無散
水の消雪パイプ

い計画とすること、状況に合わせて即興的にコントロ ルするすること 状況に合わせて即興的にコントロ ルす
災害時に、ひと・もの・車の流れに混乱を生まな

❶常設＋仮設チェンジできる  ❷即興的にコントロ ル可能  ❸規格サイズを基本とする、フレキシブルなサイン設＋仮設チェンジできる  ❷即興的にコントロ ル可能  ❸規格サイズを基本とする、フレキシブルなサイン

災害時にマグネット ホワイトボ ド仕様＋A4＋A4

石磁磁磁磁

運送車やボランティ A4 A3 規
格 内容物を容易に
取り替えられる

ア団体の物の配置の混乱
を生まない

規格のグリッドガイドで部屋名などの変更が容
易に変更できる

1F1F

1F1F

IDEA IDEA IDEA IDEA

食品 毛布

A4,A3

紙 おむつ
生理
用品

無落雪方式の屋根無落雪方式の屋根

平常時通行止

平常時通行止

ｼｬｯﾀｰｼｬｯﾀｰ

堆雪
ｽﾍﾟｰｽ
堆雪
ｽﾍﾟｰｽ

堆雪
ｽﾍﾟｰｽ
堆雪
ｽﾍﾟｰｽ

平常時＋災害時除雪ｴﾘｱ平常時＋災害時除雪ｴﾘｱ

災害時除雪ｴﾘｱ災害時除雪ｴﾘｱ

平常時
＋災害時
除雪ｴﾘｱ

平常時
＋災害時
除雪ｴﾘｱ

平常時通行止平常時通行止

堆雪
ｽﾍﾟｰｽ
堆雪
ｽﾍﾟｰｽ

ハンドガイドによる除雪エリアは面的に設計
→クランク部をなくし死角を避ける

ハンドガイドによる除雪エリアは面的に設計
→クランク部をなくし死角を避ける

雪庇を防ぐﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ形状雪庇を防ぐﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ形状

無落雪屋根の採用
→安全性の確保
＋落雪ｽﾍﾟｰｽの削減

無落雪屋根の採用
→安全性の確保
＋落雪ｽﾍﾟｰｽの削減

シャッターを設置し
雪の吹き込みに耐える
シャッターを設置し
雪の吹き込みに耐える

カバードウォークを設置し
出入口を雪から守る

カバードウォークを設置し
出入口を雪から守る

凸部に出入口を設置し
吹きだまり防止

凸部に出入口を設置し
吹きだまり防止

地下水の熱交換を利用した
無散水の消雪パイプ
→地下水の枯渇に配慮

地下水の熱交換を利用した
無散水の消雪パイプ
→地下水の枯渇に配慮

消雪パイプは、災害時の支援車両の
通行部分に通し、最低限の設置とする
消雪パイプは、災害時の支援車両の
通行部分に通し、最低限の設置とする

入隅は人力による除雪入隅は人力による除雪

平常時車両動線平常時車両動線

歩行者動線歩行者動線

災害時車両動線
＝消雪パイプを通す
災害時車両動線
＝消雪パイプを通す

1F1F

OPEN!OPEN!

WCWC

利用パターン B｜半屋外空間でのシアターナイト
1F1F

CLOSECLOSE OPEN!OPEN!

WCWC

構造壁に映写構造壁に映写

2F2F

CLOSECLOSE

構造壁に映写構造壁に映写

観覧・見通し観覧・見通し
OPEN!OPEN!

軽量安価なパネル材である、
アルポリックパネルを採用
します。周囲の風景を穏や
かに映すことで、小千谷の
豊かな四季と時間の変化を
楽しめる計画とします。

参考写真

高天井である体育館を含め、ほぼ
全館を無仕上 (塗装のみ )とし、
地震時の天井落下のリスクを未然
に防ぐことで、防災拠点としての
機能を脅かすことがないように計
画します。

高天井：塗装のみ

豪
雪
に
克
つ
＋
自
由
な
平
面
を
可
能
に
す
る
「
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な
耐
震
構
造
」

内外装仕上計画

施工が容易で耐久性が高い仕
上げを採用することで、イニ
シャルランニングコストを抑
え、雪や地震に耐えうる、質
実剛健な仕上げとします。

屋根：アスファルト防水
外断熱工法

建材に使用する素材・仕上材は JIS の F☆☆☆☆
を選定し、化学物質過敏症やアレルギーの方も、
安全快適に過ごせる室内環境を保つ計画とします。

外壁

体育館内は吸音材となる有
効ボード、体育館外の耐震
壁には、平常時災害時とも
に情報掲示板＋サインとし
て働くことを考え、簡易的
に掲示が可能となるように
マグネット塗装仕上げとし
ます。

内壁

直接基礎とすることで土掘削量とコン
クリート量を減らします。
荷重が集中し基礎梁せいの大きくなる
範囲に設備ピットを設ける合理的な計
画とします。

設備シャフト

頑強な構造躯体を組み上げるとともに、
フレキシブルな平面計画を実現します。

敷地に隣接する防災公園を、鉄骨トラ
スの現地地組ヤードとして活用し、工
期短縮と建設コスト低減を実現します。

大きな積雪荷重に対しても開放感のあ
るプランニングを実現します。

小単位の空間は、経済性を考慮して
5-8m を基本スパンとし、省コスト化
を図ります。

RC 耐震壁付きラーメン

経済スパンの小単位空間

公園ヤードの工事利用

基礎＋ピット

●
躯
体
をR

C

耐
震
壁
付
き
ラ
ー
メ
ン
構
造
、
屋
根
は

　

鉄
骨
ト
ラ
ス
に
よ
り
支
持
さ
せ
る
こ
と
で
、
耐
震
性

　

能
と
開
放
的
な
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
両
立
さ
せ
ま
す
。

●
積
雪
荷
重
は3.0m

と
し
て
設
計
を
行
い
ま
す
。

　

た
だ
し
昨
今
の
観
測
記
録
を
考
慮
し
、
最
大
記
録
で

　

あ
る4.3m

に
対
し
て
も
部
材
が
損
傷
し
な
い
よ
う

　

に
、
コ
ス
ト
増
に
な
ら
な
い
範
囲
で
配
慮
し
た
設
計

　

と
し
ま
す
。

●
地
震
荷
重
は
重
要
度
係
数1.5
を
考
慮
し
、
大
地

　

震
後
に
も
防
災
拠
点
と
し
て
の
機
能
を
維
持
し
ま
す
。

屋外運動場の床はフォーク
リフトなど車の乗り入れを
考慮し、透水性アスファル
ト舗装の上に、人工芝を敷
き込む計画とします。

床

屋
根

屋
根
ト
ラ
ス

二
階
ス
ラ
ブ

一
階
ス
ラ
ブ

基
礎
・
ピ
ッ
ト

鉄骨トラス

構造計画

R
C

耐
震
壁
付
き
ラ
ー
メ
ン
構
造
、

フレキシブルな平面計画を

開放感のあ
るプランニング

地震時の天井落下のリスクを未然
に防ぐ

施工が容易で耐久性が高い久性が高い

化学物質過敏症やアレルギーの方も、
安全快適に過ごせる

周囲の風景を穏や
かに映すことで、小千谷の
豊かな四季と時間の変化を

体育館内は吸音材となる有
効ボード

フォ ク
リフトなど車の乗り入れをトなど車の乗り入れを
考慮し、し、

楽しめる

5-8m を基本スパン

防災公園を、鉄骨トラ
スの現地地組ヤード

土掘削量とコン
クリート量を減らします

設備ピットを設ける合理的な計
画

耐
震
性

能
と
開
放
的
な
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
を

4
3m

に
対
し
て
も
部
材
が
損
傷
し

震
後
に
も
防
災
拠
点
と
し
て
の
機
能
を
維
持
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面
積
表
｜
平
常
時
・
災
害
時
と
も
に
、
状
況
目
的
に
寄
り
添
っ
て
柔
軟
に
領
域
を
伸
縮
し
ま
す

機能や居場所の伸び縮みを可能にするぐるり連続した「ルーム」と「ポケット」

1F 利用パターン A｜運動場利用
しっかり閉じて安心安全に運動できる環境

1F 利用パターン B｜イベント連携
4 辺のステージにより使い多様な関わり方が可能

1F 利用パターン C｜小さな活動の連続
大空間を間仕切りながら複数の活動を同時に行う

2F 利用パターン A｜1F と連続したイベント開催
大きな吹抜けを介して立体的に活動が連鎖する

回廊で繋がれた「ルーム」と「ポケット」の境界を目的に応じて調整することにより、活動の特性ごとに最適な環境・関係性を
作ることができます。日常的に多様な使い方・過ごし方を発見でき、様々な目的をもった人たちが自然と居合わせたり、出会う
ような環境を提供します。

風景・ひと・出来事が日常的に出会い混ざる【活動の交差点】としての防災センター

大空間の避難所に連結する複数の「ルーム」と「ポケット」により、短期～長期の避難生活で生じる多様なニーズに応えます。

避難生活における複雑な環境・関係性を調整する「ルーム」と「ポケット」

メインとサブ ( 客席 ) で出入口を分けられるメインとサブ ( 客席 ) で出入口を分けられる

外からもみえる外からもみえる

支援団体活同室支援団体活同室
休憩休憩 支援者用掲示板支援者用掲示板

乳幼児世帯の
福祉避難所
乳幼児世帯の
福祉避難所

授乳室利用授乳室利用

ボランティア
ビューロー
ボランティア
ビューロー

救護所救護所
避難所避難所

備蓄倉庫備蓄倉庫ペット
同伴者

避難エリア

ペット
同伴者

避難エリア

備
蓄
倉
庫

備
蓄
倉
庫

配給スペース配給スペース

支援物資集配所支援物資集配所

事務事務研修室研修室

ラウンジラウンジ

福祉
避難所
福祉
避難所

道具・荷物
の一時置場
道具・荷物
の一時置場

応援場所
荷物置場
応援場所
荷物置場

ヨガ
教室
ヨガ
教室

社会福祉協議会に
よる配食サービス
社会福祉協議会に
よる配食サービス

スポーツ団体
の練習

スポーツ団体
の練習 卓球卓球 ゲートボール

の試合
ゲートボール
の試合

ポケット＝緩衝空間ポケット＝緩衝空間
ルーム＝機能空間ルーム＝機能空間

伸び縮みする使い方伸び縮みする使い方

間仕切間仕切

ﾄﾘｱｰｼﾞ
＋受付
ﾄﾘｱｰｼﾞ
＋受付

研修室の調理機能と連携研修室の調理機能と連携 在宅避難者のアクセス◎在宅避難者のアクセス◎
一方通行一方通行

炊出し広場炊出し広場
入口入口

緊急車両の乗入緊急車両の乗入

音のゾーニング音のゾーニング

人・物の動線から分離人・物の動線から分離

出口出口

寝食分離寝食分離近接近接

近接近接

食堂食堂

外まで広げる外まで広げる

物置物置

社交ﾀﾞﾝｽ
大会

社交ﾀﾞﾝｽ
大会

英会話・
短歌の会
英会話・
短歌の会

客席客席

サブ ENTサブ ENTメイン ENTメイン ENT

客席客席

客席客席

ｽﾃｰｼﾞ
休憩
ｽﾃｰｼﾞ
休憩

屋台・ｷｯﾁﾝｶｰ屋台・ｷｯﾁﾝｶｰ

屋内運動会屋内運動会

お祭り
イベント利用
お祭り

イベント利用

構造壁に映写構造壁に映写

観覧・見通し観覧・見通し

にぎやかな 1F を
感じつつ距離をとる
にぎやかな 1F を
感じつつ距離をとる

高校生の
集中自習室
高校生の
集中自習室

受付受付
防災ｼｮｯﾌﾟ防災ｼｮｯﾌﾟ

防災工作
コーナー
防災工作
コーナー

防災展示防災展示

1F｜災害時の暮らし・情報・支援サービスの拠点 2F｜災害支援・ボランティア活動の拠点

料理教室
＋食の展示会
料理教室

＋食の展示会

50 人規模で行う
体操やｽﾄﾚｯﾁ
50 人規模で行う
体操やｽﾄﾚｯﾁ

仮設
風呂
仮設
風呂

情報掲示板情報掲示板

生活雑事
スペース
生活雑事
スペース

ｵｰﾌﾟﾝｽﾍﾟｰｽ
放課後中高生が
集うなど

ｵｰﾌﾟﾝｽﾍﾟｰｽ
放課後中高生が
集うなど

給水車給水車
給電車給電車

サービス ENT
感染症対応も可能
サービス ENT
感染症対応も可能

キッズ
エリア
( 屋外 )

キッズ
エリア
( 屋外 )

1F1F 2F2F

多目的ロビー 2多目的ロビー 2 そなえ館ロビー 2そなえ館ロビー 2

展示展示
説明説明

倉庫倉庫

体験体験

体験体験 WCWC

学習室学習室

設備バルコニー設備バルコニー

観覧席バルコニー観覧席バルコニー

サービスロビー 2サービスロビー 2

会議室会議室

体育館体育館

用具室用具室

備蓄倉庫備蓄倉庫

サブステージサブステージ メインステージメインステージ 屋外ポケット屋外ポケットサービスロビー 1サービスロビー 1

多目的ロビー 1多目的ロビー 1 そなえ館ロビー 1そなえ館ロビー 1
研修室ロビー研修室ロビー 体育館ロビー体育館ロビー

備
蓄
倉
庫

備
蓄
倉
庫

屋外運動場屋外運動場

事務事務研修室研修室WCWC WCWC

用具室用具室

多目的
ホール
多目的
ホール

面積表
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防災を暮らしに織りこむ でこぼこ広場

中越地震のこと
知りたい

自慢の
にしきごい

ちょこっと
休憩

ゲートボール
最強チーム

スポ少
全国狙うぞ

中越地震の
時にね、

アロハオエ♪
来週

発表会だ

僕も野球
やってみたい

なるほど
そうなんだ

がんばれ！

キメの一発
なに調べて
るんだろう？

ごはんのいい匂い
するね

すっっごく
揺れる！

あの人
卓球上手いね

なに調べて
るんだろう？

ビニール
ハウスの
ことだけど

お弁当配食
よろしくね

はーい

何か
やってるぞ

その時
私たちは ...

今日こそ決着を

配食のお弁当

今日の献立は ...

今日は
あついね

あれを
やってみたい

ょここっとととととと
休憩

匂いごはんのいいいい 匂

なるほど

べて
う？

んばばばばばばばばばばばばれ！れ！れれ！れ！れ！れれれ！れれれれ

はーい

まちの活動がつながる「防災 × 暮らし」の交差点、小千谷の地縁を育む建築まちの活動がつながる「防災 × 暮らし」の交差点、小千谷の地縁を育む建築

体育館から屋外運動場、広場を眺める . 活動がひとつながりの風景になる .

2 階の観客席バルコニーから屋外運動場への応援を送る .

そなえ館の展示や
多目的ホールの活動は
廊下へも拡張できる .

多目的ホールは、外と一体のイベント利用も可能 .

エントランスのようす . 多方向に視線が交差する .

ルル
ススの
だけど

はは
ね

の時
たちたちは ...

株式会社トミトアーキテクチャ
代表：一級建築士　第 367996 号　冨永美保
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図面名

（仮称）小千谷市防災センター整備事業建設工事

縮尺 図面番号日付

透視図

工事名



東
小
千
谷
１
号
線

国道３５１号線

要支援者避難場所A
/多目的ホール

災害時支援団体活動室A
/研修室

支援物資集配所
/用具室２

雪囲い
倉庫

体育館エントランスそなえ館エントランス

サービスエントランス

 避難所/ギャラリー
(メインステージ)

支援物資集配所/屋根付き屋外運動場

EV１

EV２

調整池

駐車場

敷地内道路

敷地内道路

(ベンチ1)

(ベンチ2)

階段１

階段３

階段２

カバードウォーク

鏡壁面

ン

チ

き援

ン

段

チ
マグネット対応掲示壁 １階廊下

避難所/用具室１

休憩室職員
更衣室

応接室

打合室

避難所/体育館

シャワールーム

給湯室

マンホール
トイレ(多目的

ホール
用具室)

(研修室ロビー)

(体育館ロビー)
(そなえ館ロビー1)

(サブステージ)

(サービス
ロビー１)

手洗い場

可動間仕切り

備蓄倉庫1

備蓄倉庫２

男子
更衣室

女子
更衣室

多目的トイレ1

(多目的ロビー)

a a'

b

b'

グレーチング(排水溝)

グレーチング(排水溝)

グレーチング(排水溝)
共用トイレ1

共用トイレ2
 災害時運営
職員詰所/
管理事務室

管理関係諸室

除雪機倉庫(ハンドガイド2台)

30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 4228

52 53 54 55 56 57 58 59 60 6149

27

44
45

46

26
29

47 48 50 51

43

1

2

3

4

5

6

10

9

8

14

15

16

17

18

19

20

22

23

7

12

11

21

13

敷
地
境
界
線

敷地境界線

敷
地
境
界
線

20
00

17
50
0

20
00

14
50
0

6000 6000 8000 8000 5000 8000 21000

85
00

3000 2000

50005000 15000 10000 16000 210005000

1000 体育館長：35000

屋根長：73000

10
00
0

80
00

16
00
0

85
00

10000 6000

7000

3000

4000

30
00

6000

2000

42
50
0

40009000

20
00

60
00

屋
根
幅
：
44
50
0

15
00

65
00

体
育
館
幅
：
27
00
0

80
00

50
00

15
00

95
00

35
00

50
00

50
00

50
00

35
00

〈凡例〉

支援物資車両動線

歩車分離

災害時の支援物資
車両搬入スペース

災害時の支援物資
車両搬入スペース

歩車分離

歩車分離
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図面名

（仮称）小千谷市防災センター整備事業建設工事

縮尺 図面番号日付

1 階平面図

工事名

N



災害時支援団体活動室D
/説明エリア

災害時支援団体活動室C
/地震動体験室２

設備バルコニー１

 災害時支援団体活動室E
/展示エリア

観覧席バルコニー

EV１
階段１

震災関連資料倉庫

防火シャッター

大型シャッター

マグネット対応掲示壁

EV２

階段３

防火シャッター

(会議室
用具室)

受付け事務室

階段２

20
00

17
50
0

20
00

14
50
0

85
00

(操作室)x

要支援者避難所B
/会議室

大型シャッター

大型シャッター

避難所、救護所又は
災害時支援団体活動室F

/学習室

災害時支援団体活動室B
/地震動体験室１

(サービス
ロビー２)

防火シャッター

手洗い場

可動間仕切り

２階廊下a

設備バルコニー２

(そなえ館ロビー2)

２階廊下b

２階廊下c

多目的トイレ2

a a'

b

b'

共用トイレ3

7000

3000

4000

30
00

50005000 15000 10000 16000 210005000
10000 6000

2000

6000 6000 8000 8000 5000 8000 21000
3000 2000

1000 体育館長：35000

屋根長：73000

6000
4000

20
00

60
00

屋
根
幅
：
44
50
0

15
00

65
00

体
育
館
幅
：
27
00
0

80
00

50
00

15
00

95
00

35
00

50
00

50
00

50
00

35
00

10
00
0

80
00

85
00

85
00

42
50
0

75
00
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代表：一級建築士　第 367996 号　冨永美保
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図面名

（仮称）小千谷市防災センター整備事業建設工事

縮尺 図面番号日付

2 階平面図

工事名



ポリスチレンフォーム断熱材：t-80
捨てコンクリート：t-50
ポリエチレンシート
砕石：t-100

ポリスチレンフォーム断熱材：t-80
捨てコンクリート：t-50
ポリエチレンシート
砕石：t-100

ポリスチレンフォーム断熱材：t-80
捨てコンクリート：t-50
ポリエチレンシート
砕石：t-100

コンクリートスラブ：t-250
ポリスチレンフォーム断熱材：t-80

捨てコンクリート：t-50
ポリエチレンシート

砕石：t-100

透水アスファルト舗装：t-50
路盤砕石：t-150
路床

45

30

a-a'断面

防火シャッター 避難所、救護所又は
災害時支援団体活動室F

/学習室

要支援者避難場所A
/多目的ホール

避難所/体育館

 避難所/ギャラリー
兼、メインステージ

観覧席バルコニー支援物資集配所/屋根付き屋外運動場

高天井用照明

押さえコンクリート：t-80～
絶縁クロス

ポリスチレンフォーム断熱材：t-100以上
アスファルト防水

コンクリートスラブ：t-200
鉄骨トラス：h-3000

押さえコンクリート：t-80～
絶縁クロス
アスファルト防水
コンクリートスラブ：t-200
鉄骨トラス：h-2100

押さえコンクリート：t-80～
絶縁クロス
ポリスチレンフォーム断熱材：t-100以上
アスファルト防水
コンクリートスラブ：t-200
鉄骨トラス：h-3000

断熱効果を検証し断熱の有無を判断

長尺弾性塩ビシート：t-3
捨て貼り合板：t-12+12
組床式鋼製床下地/h300～500
コンクリートスラブ：t-200

ソーラーパネル

ショートパイル人工芝：t-30
透水アスファルト：t-50
路盤砕石：t-150
路床

アルポリックパネル：t-5
取り付け下地金物：t-30
ポリスチレンフォーム断熱材/接着
コンクリート壁面：t-350

アクリルシリコン系塗装
軽量薄型ALCパネル：t-50
軽量鉄骨：C-150×60
グラスウール断熱材：t-100
EP+PB：t-12.5

透水アスファルト舗装：t-50
路盤砕石：t-150
路床

コンクリートスラブ現し
鉄骨トラス

鉄骨トラス

高天井用照明

b-b'断面

避難所/体育館

高天井用照明

押さえコンクリート：t-80～
絶縁クロス
ポリスチレンフォーム断熱材：t-100以上
アスファルト防水
コンクリートスラブ：t-200
鉄骨トラス：h-3000

押さえコンクリート：t-80～
絶縁クロス

ポリスチレンフォーム断熱材：t-100以上
アスファルト防水

コンクリートスラブ：t-200
鉄骨トラス：h-3000

長尺弾性塩ビシート：t-3
捨て貼り合板：t-12+12
組床式鋼製床下地/h300～500
コンクリートスラブ：t-200

透水アスファルト舗装：t-50
路盤砕石：t-150
路床

アルポリックパネル：t-5
　　　　取り付け下地金物：t-30
ポリスチレンフォーム断熱材/接着

コンクリート壁面：t-350

45

透水アスファルト舗装：t-50
路盤砕石：t-150

路床

コンクリートスラブ現し
鉄骨トラス

CH
=1
10
00

30
80

26
00

50
0

20
0

20
00

20
00

調整池 避難所/用具室１

30
80

30
00

押さえコンクリート：t-80～
絶縁クロス
ポリスチレンフォーム断熱材：t-100以上
アスファルト防水
コンクリートスラブ：t-200
鉄骨トラス：h-3000

災害時支援
団体活動室B
/地震動体験室１

ピット ピット

災害時支援団体活動室D
/説明エリア

受付け事務室

災害時支援団体活動室A
/研修室

駐車場

26
00

26
00

26
00

15
50

消雪パイプ(無散水融雪方式)

アルポリックパネル：t-5
取り付け下地金物：t-30
ポリスチレンフォーム断熱材/接着
コンクリート壁面：t-350消雪パイプ(無散水融雪方式)

輻射冷暖房パネル

輻射冷暖房パネル 駐車場

消雪パイプ(無散水融雪方式)

ポリカ中空板パネル：t-32/強化タイプ/透光性
取り付け下地金物：t-30
軽量鉄骨：軽量鉄骨：C-150×60

ポリカ中空板パネル：t-32/強化タイプ/透光性
取り付け下地金物：t-30

軽量鉄骨：軽量鉄骨：C-150×60

有孔ボード：t-12.5

有孔ボード：t-12.5

東立面

FIX

FIX

アクリルシリコン系塗装

駐車場
支援物資集配所/屋根付き屋外運動場

体育館エントランス そなえ館エントランス

アルポリックパネル：t-5
　　

ポリカ中空板パネル：t-32/強化タイプ/透光性

ポリカ中空板パネル：t-32/強化タイプ/透光性

アルポリックパネル：t-5
　　

アクリルシリコン系塗装

アクリルシリコン系塗装

鉄骨柱 鉄骨柱

アクリルシリコン系塗装

カバードウォーク

アクリルシリコン系塗装
軽量薄型ALCパネル：t-50

ポリカ中空板パネル：t-32/強化タイプ/透光性

アクリルシリコン系塗装

アクリルシリコン系塗装

支援物資集配所/屋根付き屋外運動場 駐車場

アクリルシリコン系塗装

アルポリックパネル：t-5
　　

アルポリックパネル：t-5
　　

（ソーラーパネル）

アルポリックパネル：t-5
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屋根幅：44500
体育館幅：270008000 9500
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14
00
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0

▼GL

33
00

32
00

▼1FL=GL+200

▼2FL=GL+3500

▼下屋根高さ=GL+9800

▼最高高さ=GL+15200

▼GL

33
00

32
00

▼1FL=GL+200

▼2FL=GL+3500

▼下屋根高さ=GL+9800

▼最高高さ=GL+15200

▼GL

33
00

32
00

▼1FL=GL+200

▼2FL=GL+3500

▼下屋根高さ=GL+9800

▼最高高さ=GL+15200

南立面
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00 62
00

14
00
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0

▼GL

33
00

32
00

▼1FL=GL+200

▼2FL=GL+3500

▼下屋根高さ=GL+9800

▼最高高さ=GL+15200

株式会社トミトアーキテクチャ
代表：一級建築士　第 367996 号　冨永美保

1/3002023.07.11 04

図面名

（仮称）小千谷市防災センター整備事業建設工事

縮尺 図面番号日付

断面図・立面図

工事名



第 3駐車場｜71 台

仮設住宅建設予定地芝生広場第 2駐車場｜38 台

第 1駐車場｜23 台

▽敷地境界

▽敷
地境
界

▽敷地境界
調整池

▽敷地境界

▽敷地境界

▽敷地境界

株式会社トミトアーキテクチャ
代表：一級建築士　第 367996 号　冨永美保

1/8002023.07.11 05

図面名

（仮称）小千谷市防災センター整備事業建設工事

縮尺 図面番号日付

配置図

工事名

N




